
【受賞報告】 医学部附属病院 検査部 皆川 智子助教（皮膚科 

診療講師）が，公益社団法人日本女医会第 64 回定時総会において，

第１回 山本纊子賞を受賞しました 

                    2023.5.15 更新 

大学病院または総合病院などに常勤勤務している女性医師の海外学会報告な

どの学術活動助成を目的とする山本纊子賞を賜り、大変光栄に存じます。 

 山本先生は 1971 年神経内科入局後、米国で外来診療され、1976 年帰国後、

脊髄小脳変性症の研究を開始、藤田保健衛生大学神経内科教授など歴任され、「1

リットルの涙」の主人公の主治医もされました。 

 2019 年 5 月受賞後、2020 年と 2021 年はコロナ禍で見送り、2022 年は演題

採択されるも諦め、2023 年 3 月米国皮膚科学会総会で “Possible correlation of 

serum anti-BP180-NC16a antibody and thymus and activation-regulated 

chemokine in patients with bullous pemphigoid”と“Correlation between lactate 

dehydrogenase and total IgE levels, TARC levels, and eosinophil count in patients 

with atopic dermatitis”の 2 題をポスター発表できました。コロラド大学皮膚科 

藤田真由美教授も会場に駆けつけてくださいました。  

ペンシルバニア大留学中お世話になった Elenitsas 教授と再会でき、同窓会で

George Cotsarelis 主任教授と Christopher J. Miller 教授と記念撮影させて頂き

ました。高橋英子元会長、齊藤美貴会長、ご推薦頂きました村岡真理先生、冨山

月子先生はじめ青森県部会の皆様とともに、日本女医会の発展ならびに社会に

貢献できるよう精進致します。 

澤村教授はじめ、皮膚科学講座の諸先生方、ご協力頂いた検査部、実習生、感

染制御センターの皆様に深謝申し上げます。 

 


